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１． 四半期財務情報の作成等に係る事項

　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　有

　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　無

　③　連結および持分法の適用範囲の異動の有無 ：　有

・18年3月期比　　連結（新規）  2社  （除外）  1社   持分法（新規） -  社  （除外） -　社

　詳細については、16ページの「四半期財務情報の作成等に係る事項」をご参照ください。

２．平成19年3月期第１四半期財務・業績の概況（平成18年4月1日 ～ 平成18年6月30日）
 (1) 経営成績（連結）の進捗状況 （注）金額は単位未満の端数を切り捨てて表示しております。　

四半期（当期）

純　　利　　益
百万円 ％ ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年3月期第１四半期 113,275 △ 2.6 △ 5.5 3,430 △ 4.7 1,394 －
18年3月期第１四半期 116,309 4.7 △ 18.8 3,600 △ 17.3 △ 312 －
（参考）18年3月期 469,411 15,660 6,293

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
円　　銭 円　　銭

19年3月期第１四半期 4.49
18年3月期第１四半期 △ 1.00
（参考）18年3月期 19.83
(注)１．売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 (2) 財政状態（連結）の変動状況
総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円　　銭

19年3月期第１四半期 266,067 38.0 325.91
18年3月期第１四半期 277,863 33.4 298.76
（参考）18年3月期 268,501 38.2 330.40

【連結キャッシュ･フローの状況】
営業活動による 投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 四半期（期末）残高
百万円 百万円 百万円 百万円

19年3月期第１四半期 △ 1,702 2,789 3,819
18年3月期第１四半期 816 △ 15 3,481
（参考）18年3月期 23,883 △ 27,559 3,290
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【参　考】
平成19年3月期の連結・個別業績予想（平成18年4月1日  ～  平成19年3月31日）
　当期の中間期および通期の連結・個別業績予想を次のとおり変更しております。
　なお、詳細につきましては、本日、別途公表しました「持分法適用関連会社株式の一部売却および業績予想の修正に関する
お知らせ」をご参照ください。

１株当たり予想

当期純利益
百万円 百万円 百万円 円　　銭

中　間　期 240,000 6,100 19.66
通　　  期 479,000 11,100 35.78

百万円 百万円 百万円 円　　銭

中　間　期 6,600 3,800 12.24
通　　  期 13,300 5,300 17.08

※ 業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績はさまざまな重要な要素に

   より、大きく異なる結果となる場合がありますので、11ページの 「３．注意事項」をご参照ください。
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経営成績および財政状態 
 

１．経営成績 

（１） 業績の概況 
 
【連結】                                 （単位：百万円） 

前 第 １ 四 半 期 
連 結 会 計 期 間 

自 平成17年4月 1日 
至 平成17年6月30日 

当 第 １ 四 半 期 
連 結 会 計 期 間 

自 平成18年4月 1日 
至 平成18年6月30日 

対 前 第 １ 四 半 期 
連結会計期間比較 主要項目 

金  額 百分比(%) 金  額 百分比(%) 金  額 増減率(%)

売 上 高 116,309 100.0 113,275 100.0 △ 3,034 △ 2.6

売 上 原 価 93,672 80.5 91,300 80.6 △ 2,372 △ 2.5

売 上 総 利 益 22,637 19.5 21,974 19.4 △ 662 △ 2.9

販売費及び一般管理費 18,921 16.3 18,464 16.3 △ 457 △ 2.4

営 業 利 益 3,715 3.2 3,510 3.1 △ 205 △ 5.5

営 業 外 損 益 △ 115  △ 0.1 △ 79 △ 0.1 35 －

経 常 利 益 3,600 3.1 3,430 3.0 △ 169 △ 4.7

特 別 損 益 △ 3,835 △ 3.3 △ 603 △ 0.5 3,231 －

税金等調整前四半期純損益 △ 235 △ 0.2 2,826 2.5 3,061 －

法 人 税 等 61 0.1 1,434 1.3 1,373 －

少数株主損益(減算) 16 0.0 △ 2 △ 0.0 △ 18 －

四 半 期 純 損 益 △ 312 △ 0.3 1,394 1.2 1,707 －

（注）「百分比(%)」および「増減率(%)」は、小数第一位未満を四捨五入して表示しております。 
 
 

 

【個別】                                 （単位：百万円） 

前 第 １ 四 半 期 
会 計 期 間 

自 平成17年4月 1日 
至 平成17年6月30日 

当 第 １ 四 半 期 
会 計 期 間 

自 平成18年4月 1日 
至 平成18年6月30日 

対 前 第 １ 四 半 期 
会 計 期 間 比 較 主要項目 

金  額 百分比(%) 金  額 百分比(%) 金  額 増減率(%)

営 業 収 益 3,979 100.0 3,154 100.0 △ 825 △ 20.7

営 業 費 用 2,396 60.2 2,006 63.6 △ 390 △ 16.3

営 業 利 益 1,583 39.8 1,148 36.4 △ 435 △ 27.5

営 業 外 損 益 334 8.4 659 20.9 325 97.4

経 常 利 益 1,917 48.2 1,807 57.3 △ 109 △ 5.7

特 別 損 益 △ 3,769 △ 94.7 △ 51 △ 1.6 3,717 －

税引前四半期純損益 △ 1,852 △ 46.5 1,755 55.7 3,608 －

法 人 税 等 △ 1,043 △ 26.2 435 13.8 1,479 －

四 半 期 純 損 益 △ 808 △ 20.3 1,320 41.9 2,128 －

（注）「百分比(%)」および「増減率(%)」は、小数第一位未満を四捨五入して表示しております。 
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 （ポイントは億円単位で単位未満切捨）
 

 ①連結売上高のポイント  

《実 績》１,１３２億円(前期比△30 億円(△2.6％)) 

・低温物流事業は物流ネットワーク事業が前年度に稼働し

た物流センターの貢献などにより順調に推移し増収 

・加工食品事業は業務用のチキン加工品が大幅な増収とな

ったものの、家庭用の米飯類・中華惣菜などのカテゴリ

ーが減収となり前期並みにとどまる 

・水産事業は高値になった素材品の取扱いを絞り込んだこ

となどから減収 

 

《中間期・通期の見通し》 
中間期 ２，４００億円 

(前期比＋44 億円(＋1.9％) 期初予想通り) 

通 期 ４，７９０億円 
(前期比＋95 億円(＋2.0％) 期初予想通り) 

なお、セグメント別の業績予想につきましては、セグメン

ト別の概況をご参照ください 

 

 

 ②連結営業利益のポイント 

《実 績》３５億円 (前期比△2億円(△5.5％))  

・低温物流事業は地域保管事業、物流ネットワーク事業

が順調に推移し増益 

・水産事業は固定費の削減などにより収益は改善 

・不動産事業は前期に比べ販売用不動産売却の減少などに

より減益 

・加工食品事業は積極的な広告費の支出などにより減益

販売費  １１２億円 (前期比△0.5 億円) 

・販売促進費は効率的な使用への取組みにより３億円減少

・アセロラドリンク発売２０周年記念キャンペーンなど

により広告費は６億円増加 

一般管理費 ７２億円 (前期比△4億円) 

・退職給付費用２億円減少 

・減価償却費１億円減少 

 

《中間期・通期の見通し》 
中間期  ８５億円 

(前期比 ＋7 億円( ＋9.2％) 期初予想通り) 

通 期 １８１億円 
(前期比＋20 億円(＋13.0％) 期初予想通り) 

なお、セグメント別の業績予想につきましては、セグメン

ト別の概況をご参照ください 

 

 ③連結経常利益のポイント 

《実 績》３４億円 (前期比△1億円(△4.7％)) 

営業外損益 △0.7 億円 (前期比＋0.3 億円) 

・金融収支 △0.9 億円 (前期比＋0.7 億円) 

有利子負債の削減などにより０.７億円改善 

・持分法投資利益 １億円 (前期比＋0.4 億円) 

   

《中間期・通期の見通し》 
中間期  ８３億円 

(前期比 ＋6 億円( ＋8.3％) 期初予想通り) 

通 期 １７５億円 
(前期比＋18 億円(＋11.7％) 期初予想通り) 

 

連結経常利益

15,660

3,600

12,760

7,661

17,500

8,300

3,430

0

5,000

10,000

15,000

20,000
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売上高（加工食品事業）
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前期 45,339 93,313 142,782 184,844

当期 45,572 96,900  - 191,300

前期比 233 3,586  - 6,455

増減率 0.5% 3.8%  - 3.5%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》

(予想)

(予想) 営業利益（加工食品事業）
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0

2,000
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6,000

8,000

前期 1,541 3,009 4,981 5,454

当期 1,284 3,500  - 7,200

前期比 △ 257 490  - 1,745

増減率 △ 16.7% 16.3%  - 32.0%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》 (予想)

(予想)

  

④連結純利益のポイント 

《実 績》１３億円 (前期比＋17 億円) 

特別利益 ０．６億円（前期比＋0.5 億円） 

・土地の売却など固定資産売却益を０．６億円計上 

特別損失  ６億円（前期比△31 億円） 

・北海道・関西・九州地区における３物流センターの閉

鎖決定などにより、 

固定資産の減損損失１億円 

  事業所閉鎖損失  ２億円 を計上 

法人税等 １４億円 (前期比＋13 億円) 

 

《中間期・通期の見通し》 
中間期  ６１億円 

(前期比＋34 億円(＋126.7％) 期初予想比＋18 億円)

通 期 １１１億円 
(前期比＋48 億円( ＋76.4％) 期初予想比＋18 億円)

持分法適用関連会社株式の一部売却により、特別利益

が約３０億円発生する見込みとなったことから中間期・

通期の業績予想を上方修正 

 

 

（２）セグメント別の概況 

①加工食品事業 
《業績のポイント》 

売 上 高  ４５５億７２百万円（前期比 ＋2億33百万円（ ＋0.5％）） 
営業利益   １２億８４百万円（前期比 △2億57百万円（△16.7％）） 
・売上げは業務用のチキン加工品が大幅な増収となったものの、家庭用の米飯類・中華惣菜、アセロ

ラなどのカテゴリーが減収となり全体では前期並み 

・営業利益は販売促進費の効率的使用や生産拠点再編などによる物流費等の削減効果があったものの、冷凍食

品とアセロラのテレビコマーシャルの実施による広告費の増加や円安による製品・原材料輸入価格の上昇な

どにより減益 

 

 

カテゴリー別のポイント(注)前期比は㈱ニチレイフーズ単独（旧㈱ニチレイフーズ・プロを含む）の数値により算出 

家庭用調理冷凍食品（前期比 5.2％の減収 商品利益は減益） 

・取引条件の大幅な見直しによる販売促進費の効率的使用への取組みが奏功し利益率の改善がみられた 

ものの、売上げは前期を下回る 

・着色料・保存料・化学調味料不使用を訴求した｢お弁当にＧｏｏｄ！｣シリーズのテレビコマーシャルの

実施により広告費が増加 

業務用調理冷凍食品（前期比 6.5％の増収 商品利益は前期並み） 
・チキン加工品は唐揚類とフライ類が前年以来の好調を持続、惣菜ルート向けの「ほっとするおかず」    

シリーズの新商品「枝豆と豆腐のふんわり天」、外食・給食ルート向けの「とんかつ屋のロースカツ」

が増収に寄与 

・商品利益は円安による製品・原材料輸入価格の上昇の影響などにより前期並みにとどまる 

 

連結純利益
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前期 △ 312 2,691 5,764 6,293

当期 1,394 6,100  - 11,100

前期比 1,707 3,408  - 4,806

増減率  - 126.7%  - 76.4%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》

(予想)

(予想)
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農産加工品（前期比 1.9％の減収 商品利益は減益） 
・ポジティブリスト制施行に向けたアイテムの見直し、天候不順により枝豆などが伸び悩み減収 

アセロラ（前期比 7.5％の減収 商品利益は減益） 
・500mlペットボトル飲料「アセロラCウォーター」は好調に推移するものの、主力商品のアセロラドリンク

が伸び悩み減収 

・アセロラドリンク発売20周年とイメージアップを訴求したテレビコマーシャルの実施により広告費が増加 

ウェルネス食品（前期比 42.5％の増収 商品利益は減益） 

・冷凍カロリー調整惣菜セット「気くばり御膳」シリーズの売上げが順調に推移 

・管理栄養士と有名シェフが監修した「気くばり御膳シェフズバランス」のテレビコマーシャルを実施 

 

《中間期・通期の見通し》 
中間期  売上高    ９６９億円（前期比 ＋35 億 86 百万円（ ＋3.8％） 期初予想通り） 

営業利益    ３５億円（前期比  ＋4 億 90 百万円（＋16.3％） 期初予想通り） 
通 期  売上高  １，９１３億円（前期比 ＋64 億 55 百万円（ ＋3.5％） 期初予想通り） 

営業利益    ７２億円（前期比 ＋17 億 45 百万円（＋32.0％） 期初予想通り） 
第２四半期以降、次の施策を実施することにより期初予想を達成できる見通し 

・家庭用調理冷凍食品はテレビコマーシャルとあわせた店頭販売促進活動を強化するとともに販売促進費

の効率的使用を継続、食卓向け惣菜「おうちおかず」シリーズやカップ入り調理野菜「おかずベジ」

シリーズなど新たな食シーンにあわせた商品を発売 

・業務用調理冷凍食品は重点カテゴリー（チキン加工品、米飯類、コロッケ類）を軸とした成長戦略   

および商品開発に注力 

・アセロラは健康価値訴求のためのコミュニケーションの推進とテレビコマーシャルなどによるブランド

価値向上により販売拡大に努める 

 

 

②水産事業 
《業績のポイント》 

売 上 高  １７９億３５百万円（前期比 △38億34百万円（△17.6％）） 
営業利益   △２億８７百万円（前期比  ＋1億99百万円（  －  ）） 

欧米や中国など世界的な市場の拡大が続き、買付競争が激化したことにより高値になった素材品の 

取扱いを絞り込んだことや、「水産事業再生プラン」にもとづく取扱商材の再検証を進めていること  

から減収となったものの、固定費の削減などにより営業損失は縮小 
・「えび」はサウジアラビアえび、中南米えびが順調に推移し増収、えび加工品の原料調達価格高騰に

よる利益率の低下などから利益は前期並み 

・「魚卵類」は一部魚種の取扱いを絞り込んだことから減収となったものの、販売価格が前期に比べ   

大きく改善し増益 

・「たこ」は調達価格の高騰から原料販売が計画通り進まなかった一方、加工品は順調に推移し増益 

・「貝類」はホタテの在庫圧縮のための販売に伴う損失の発生などにより減益 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

売上高（水産事業）

21,770

66,074

81,068

42,695

17,935

76,800

38,500

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

前期 21,770 42,695 66,074 81,068

当期 17,935 38,500  - 76,800

前期比 △ 3,834 △ 4,195  - △ 4,268

増減率 △ 17.6% △ 9.8%  - △ 5.3%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》

(予想)

(予想)

営業利益（水産事業）

△ 487

△ 1,659

△ 734
△ 908

△ 500
△ 400

△ 287

△ 2,000

△ 1,500

△ 1,000

△ 500

0

500

前期 △ 487 △ 734 △ 908 △ 1,659

当期 △ 287 △ 400  - △ 500

前期比 199 334  - 1,159

増減率  -  -  -  - 

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》

(予想)
(予想)
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《中間期・通期の見通し》 
中間期  売上高   ３８５億円（前期比 △41 億 95 百万円（△9.8％） 期初予想通り） 

営業利益   △４億円（前期比  ＋3 億 34 百万円（   －  ） 期初予想通り） 
通 期  売上高   ７６８億円（前期比 △42 億 68 百万円（△5.3％）  期初予想通り） 

  営業利益   △５億円（前期比 ＋11 億 59 百万円（   －  ） 期初予想通り） 
引き続き「水産事業再生プラン」の実現に向けて、固定費の削減や取扱商材の再検証を進めるとともに、

新たなビジネスモデルの構築に取り組み収益体質の改善を図る 

 

 

③畜産事業 
《業績のポイント》 

売 上 高  ２００億８１百万円（前期比 △8億97百万円（ △4.3％）） 
営業利益    １億６３百万円（前期比    △18百万円（△10.2％）） 

畜産業界は米国産牛肉のＢＳＥ問題や世界的な鳥インフルエンザの影響により不安定な市況が続く 
・「鶏肉」は加工品へのシフトを進めたものの、輸入冷凍品の市況低迷の影響が響き減収 

・「牛肉」は輸入冷凍品が落ち込んだことから減収となったものの、国産品は順調に推移 

・「豚肉」は仕入価格の上昇や販売価格の下落により輸入品の市場は低迷、豚肉加工品の伸長により  

売上げは前期並みを確保 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
《中間期・通期の見通し》 

中間期  売上高    ４２５億円（前期比  ＋7 億 45 百万円（  ＋1.8％） 期初予想通り） 
営業利益      ４億円（前期比  ＋2 億 47 百万円（＋161.4％） 期初予想通り） 

通 期  売上高     ８６５億円（前期比 ＋18 億 58 百万円（  ＋2.2％） 期初予想通り） 
  営業利益      ８億円（前期比  ＋4 億 90 百万円（＋158.4％） 期初予想通り） 

 ・「鶏肉」は第２四半期以降も大きな環境変化はないと想定されるが、加工品へのシフトをさらに  
進め利益の確保に努める 

・米国産牛肉の輸入再開が決定されるなか、「牛肉」・「豚肉」は需要の動向を見極め慎重に対応 

売上高 （畜産事業）

20,978

41,754

84,641

64,514

20,081

86,500

42,500

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

前期 20,978 41,754 64,514 84,641

当期 20,081 42,500  - 86,500

前期比 △ 897 745  - 1,858

増減率 △ 4.3% 1.8%  - 2.2%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》

(予想）

(予想) 営業利益 （畜産事業）

309

182
152

308

163

400

800

0

200

400

600

800

前期 182 152 308 309

当期 163 400  - 800

前期比 △ 18 247  - 490

増減率 △ 10.2% 161.4%  - 158.4%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》 (予想)

(予想)
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営業利益（サブセグメント）

127

304

193

△ 301

1,165

△ 255

1,301

376

△ 400

0

400

800

1,200

前第１四半期 304 1,165 193 △ 301

当第１四半期 376 1,301 127 △ 255

前期比 72 135 △ 65 45

増減率 23.8% 11.6% △ 34.0%  - 

物流ネット 地域保管 海　　　外 その他・共通

《単位:百万円》

④低温物流事業 

《業績のポイント》 
売 上 高  ３２７億 １百万円（前期比 ＋19 億 55 百万円（ ＋6.4％）） 
営業利益    １５億４９百万円（前期比  ＋1 億 87 百万円（＋13.8％）） 

 
事業別のポイント 

当社グループの国内における４～６月の入庫量は６９４千㌧(前期比 3.0％の減少)､平均総合在庫率は
３８.９％(前期比 1.2 ポイントの増加) 

物流ネットワーク事業（売上高 167 億 81 百万円 前期比＋9.9％ 営業利益 3億 76 百万円 前期比＋23.8％） 

・前年度に稼働した物流センターは増収に貢献したものの、利益面は計画に未達 

・各物流センターにおいて生産性向上策を推進、不採算事業所の改善効果などにより増益 

地域保管事業（売上高 114 億 20 百万円 前期比△1.1％ 営業利益 13 億 1百万円 前期比＋11.6％） 

・地域密着営業を推進したものの、原産地でのハリケーン等の影響から果汁原料の取扱いが減ったことなど

により売上高は微減 

・前年度から引き続き東京港湾・関西・九州地区等で高水準の在庫を維持、ローコスト体制も定着し増益

へ寄与 

海外事業（売上高 40 億 78 百万円 前期比＋12.7％ 営業利益 1億 27 百万円 前期比△34.0％） 

欧州（オランダ・ドイツ・ポーランド）地域 

・ＥＵ拡大に伴う運送需要増加の影響などにより運送事業の拡大が大きく寄与し増収 

・保管事業は一般貨物の集荷に努めたが低迷状況は継続、加えて果汁原料の取扱高減少が響き減益 

中国（上海）地域 
・取引先の増店による取扱高増加はあるものの、店舗当たりの取扱高が伸び悩み収益悪化 

  その他の事業・共通（売上高 4 億 20 百万円 前期比＋37.9％ 営業利益△2億 55 百万円 前期比－％） 
 

《中間期・通期の見通し》 
中間期  売上高   ６８１億円（前期比 ＋49 億 60 百万円（ ＋7.9％） 期初予想通り） 

営業利益   ３２億円（前期比      ＋14 百万円（ ＋0.5％） 期初予想通り） 
通 期  売上高 １，３４８億円（前期比 ＋77 億 22 百万円（ ＋6.1％） 期初予想通り） 

  営業利益      ６５億円（前期比  ＋6 億 74 百万円（＋11.6％） 期初予想通り） 
・物流ネットワーク事業は前年度に稼働した物流センターの作業効率化の徹底を図るとともに、下半期

の物流センター新規稼働などにより増収を見込む 

・地域保管事業は地域密着営業を継続的に推進し、ローコスト体制の定着を図り計画を達成できる見通し 

・海外事業は保管事業の新規商材集荷に努めるとともに、不採算事業所の閉鎖などにより計画達成をめざす 

売上高（サブセグメント）

305

11,552

3,619

15,268

11,420

4,078

420

16,781

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

前第１四半期 15,268 11,552 3,619 305

当第１四半期 16,781 11,420 4,078 420

前期比 1,513 △ 131 458 115

増減率 9.9% △ 1.1% 12.7% 37.9%

物流ネット 地域保管 海　　　外 その他・共通

《単位:百万円》

営業利益（低温物流事業）

1,362

5,141

3,185

5,825

6,500

1,549

3,200

0

2,000

4,000

6,000

8,000

前期 1,362 3,185 5,141 5,825

当期 1,549 3,200  - 6,500

前期比 187 14  - 674

増減率 13.8% 0.5%  - 11.6%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》

(予想)

(予想)

売上高（低温物流事業）

127,077

30,746

63,139

96,436

32,701

134,800

68,100

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

前期 30,746 63,139 96,436 127,077

当期 32,701 68,100  - 134,800

前期比 1,955 4,960  - 7,722

増減率 6.4% 7.9%  - 6.1%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》 (予想)

(予想)
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⑤不動産事業    
《業績のポイント》 

売 上 高 １７億３３百万円（前期比 △3億44百万円（△16.6％）） 

営業利益  ９億２７百万円（前期比 △3億43百万円（△27.0％）） 

前期に比べ土地売却の減少などにより減収・減益 

・賃貸事業は物件の減少などの影響があったものの、リニューアル等による競争力強化などにより安定

収益を確保 

・茨城県牛久市(建売分譲 1 区画)の宅地分譲を実施 

 
《中間期・通期の見通し》 

中間期  売上高  ４０億円（前期比    ＋12 百万円（ ＋0.3％） 期初予想通り） 
営業利益 １９億円（前期比  △4 億 9 百万円（△17.7％） 期初予想通り） 

通 期  売上高  ８１億円（前期比 △19 億 22 百万円（△19.2％） 期初予想通り） 
営業利益 ３９億円（前期比 △22 億 46 百万円（△36.6％） 期初予想通り） 

・ 賃貸用オフィスビルの設備リニューアル工事の実施等により競争力の強化を推進 
・茨城県牛久市（建築条件付宅地分譲および建売分譲）および千葉市花見川区（共同戸建分譲）などの

宅地分譲を推進 

 

売上高（不動産事業）

3,987

6,634

2,077

10,022

8,100

4,000

1,733

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

前期 2,077 3,987 6,634 10,022

当期 1,733 4,000  - 8,100

前期比 △ 344 12  - △ 1,922

増減率 △ 16.6% 0.3%  - △ 19.2%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》

(予想)

(予想)

営業利益（不動産事業）

927

6,146

1,270

3,788

2,309
1,900

3,900

0

2,000

4,000

6,000

前期 1,270 2,309 3,788 6,146

当期 927 1,900  - 3,900

前期比 △ 343 △ 409  - △ 2,246

増減率 △ 27.0% △ 17.7%  - △ 36.6%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》

(予想)

(予想)
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⑥その他の事業  
《業績のポイント》 

売 上 高 １８億３２百万円（前期比 △5億 60 百万円（△23.4％）） 
営業利益   △３０百万円（前期比  △1 億 3 百万円 （  －  ）） 

・バイオサイエンス事業は簡易診断薬が順調に推移したものの、健康食品用原料など機能性素材の販売が

計画通り進まず減収・減益 

・Tengu Company,Inc.(テング社、米国)は米国産牛肉のＢＳＥ問題により主要製品の「ビーフジャーキー」

の生産を大幅に縮小した状態が続いており営業損失を計上 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《中間期・通期の見通し》 

中間期  売上高  ３２億円（前期比 △12 億 93 百万円（ △28.8％） 期初予想通り） 
営業利益  ０億円（前期比     △41 百万円（   －  ）  期初予想通り） 

通 期  売上高  ６９億円（前期比 △18 億 31 百万円（ △21.0％）  期初予想通り） 
    営業利益  ２億円（前期比  ＋1 億41百万円（＋243.0％） 期初予想通り） 
・バイオサイエンス事業は、簡易診断薬の伸長や機能性素材の回復などにより、売上げ・利益とも前年を

上回る見通し 

 
⑦消去または全社 

売 上 高 △６５億８１百万円（前期比 ＋4 億 13 百万円） 
営業利益     △９５百万円（前期比 ＋1億 30 百万円） 

《中間期・通期の見通し》 
中間期  売上高  △１３２億円（前期比 ＋6億 79 百万円 期初予想通り） 

営業利益   △１億円（前期比   ＋79 百万円 期初予想通り） 
通 期  売上高    △２５４億円（前期比 ＋15億 75 百万円 期初予想通り） 

営業利益    ０億円（前期比 ＋1億 21 百万円 期初予想通り） 

営業利益（その他の事業）

72

40
58

41

200

0

△ 30△ 50

0

50

100

150

200

前期 72 41 40 58

当期 △ 30 0  - 200

前期比 △ 103 △ 41  - 141

増減率  -  -  - 243.0%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

(予想)

(予想)

《単位:百万円》
売上高（その他の事業）

8,731

4,493

6,762

2,393

3,200

6,900

1,832

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

前期 2,393 4,493 6,762 8,731

当期 1,832 3,200  - 6,900

前期比 △ 560 △ 1,293  - △ 1,831

増減率 △ 23.4% △ 28.8%  - △ 21.0%

第１四半期 中間期 第３四半期 通期

《単位:百万円》

(予想)

(予想)
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有利子負債の推移

50,000

75,000

100,000

125,000

短期借入金 18,514 16,289 13,001 24,213  - 

ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ 10,000 15,000  -  4,000  - 

社債 45,000 35,000 35,000 25,000  - 

長期借入金 50,874 45,694 38,208 37,564  - 

H16/3 H17/3 H18/3 H18/6 H19/3

《単位：百万円》

111,984

86,209

124,388

90,777
達成目標

80,000
★

２．財政状態 

（１）主要な資産・負債の概況(ポイントは億円単位で単位未満切捨、（ ）内は前年度末比) 
 

① 総資産のポイント ２，６６０億円(24億円の減少) 

季節的要因などにより売上債権が増加したものの、固定資産売却代金の入金や株価下落に伴う投資有価証券の
時価評価額の減少などにより２４億円減少 
 

 
  

《流動資産》１，０８６億円(4億円の増加) 
売上債権(受取手形及び売掛金) ６７０億円(26 億円の増加) 
・期間売上高の増加など季節的な要因による増加 
繰延税金資産 ２３億円(7 億円の減少) 
その他の流動資産 ４５億円（21 億円の減少） 
・固定資産売却代金の入金などにより未収入金が３２億円
減少 

 
《有形固定資産》１，０６９億円(10 億円の減少) 
・設備投資により１０億円増加 
・減価償却２０億円などにより２１億円減少 

 
《投資その他の資産》４６８億円(17 億円の減少) 
投資有価証券 ３２５億円(20 億円の減少) 
・株価下落に伴う時価評価額の減少などによる 
 

 
② 負債のポイント １，６４３億円(8億円の減少) 

季節的要因により有利子負債が増加した一方、未払法人税等や繰延税金負債などが減少 
 

  
《流動負債》８４７億円(16 億円の増加) 
 仕入債務(支払手形及び買掛金) ２５０億円(9億円の減少) 
短期借入金 ２４２億円(112 億円の増加) 
ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ ４０億円(40 億円の増加) 
長期借入金(１年以内返済) ２８億円(11 億円の増加) 
・返済６億円、長期借入金からの振替１８億円 
社債(１年以内償還) (100 億円の減少) 
・第１５回無担保社債を償還(平成 18年 5月 2日) 
未払法人税等 ９億円(25億円の減少) 
・法人税等の確定納付による 
 

  
《固定負債》７９６億円(25 億円の減少) 
長期借入金 ３４７億円(18 億円の減少) 
・長期借入金(１年以内返済)への振替１８億円 
繰延税金負債 ２５億円(6億円の減少) 
・その他有価証券評価差額金の減少などによる 
 

（注）グラフの長期借入金、社債は、次の各勘定増減額の合計額であります。 

長期借入金：長期借入金、長期借入金（１年以内返済） 

社   債：社債、社債（１年以内償還） 
 

 
 

 

《有利子負債のポイント》 

有利子負債の当第１四半期末残高  
９０７億円(45 億円の増加) 
・法人税等の納付、配当金の支払や季節的要因による営
業資金の増加などにより有利子負債は４５億円増加 

 
 
 
 
 
 

(注)グラフの「有利子負債」は、短期・長期借入金、コマーシャルペーパー、社債の  
各期末残高の合計額であります。 
 

負債増減

165,246 164,390

△988 △4,436

11,211

4,000

△643

△10,000

150,000

155,000

160,000

165,000

170,000

175,000

180,000

前

年

度

末
　

負

債

仕

入

債

務

短

期

借

入

金

コ
マ
ー

シ

ャ

ル

ペ
ー

パ
ー

長

期

借

入

金

社

債
そ

の
他

当

第

1
四

半

期

末

　

　

　

 
　

負

債

《単位：百万円》
増　加 減　少

総資産増減

266,067

268,501
△77

△2,398

△1,739

2,698
144

△1,062

262,500

265,000

267,500

270,000

272,500

前

年

度

末
　

総

資

産

売

上

債

権

た

な
卸

資

産

有

形

固

定

資

産

無

形

固

定

資

産

投

資

そ

の
他

そ

の
他

当

第

1
四

半

期

末

 

 

 

 
総

資

産

《単位：百万円》
増　加 減　少



株式会社ニチレイ【平成 19 年 3 月期 第１四半期財務・業績の概況（連結）】 

 10

 
（２）キャッシュ・フローの概況 (ポイントは億円単位で単位未満切捨、（ ）内は前期比) 

 

 ① 営業活動によるキャッシュ・フローのポイント 
１７億円の支出(25 億円の支出増加) 
・経常利益は前年並みの３４億円を計上し、うち非資金
費用の減価償却費は２２億円 

・法人税等の支払額は３８億円の支出 
・営業資金（売上債権・たな卸資産・仕入債務）は、季節的
要因により売上債権が増加したことなどから３７億円の
支出 
 

② 投資活動によるキャッシュ・フローのポイント 
６億円の支出(1 億円の支出増加) 

・固定資産の取得や売却などにより６億円の支出 
 

③ 財務活動によるキャッシュ・フローのポイント 
２７億円の収入(28 億円の収入増加) 
・季節的な要因による運転資金の増加や創立６０周年記念
配当を実施したことなどにより２７億円の収入 

 
以上により、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金

同等物の残高は前年度末に比べ５億２９百万円増加し、３８億
１９百万円となりました。 

 
（３）設備投資等の概況 (ポイントは億円単位で単位未満切捨、（ ）内は前期比) 

《ポイント》 

資本的支出額 １１億円（1億円の増加） 

設 備 投 資 額 １０億円（2億円の増加） 

減 価 償 却 費 ２２億円（3億円の減少） 

 
なお、当第１四半期連結会計期間末における重要な設備投資計画は次のとおりであります。 

 
《新たに確定した重要な設備投資計画の内容》 

 
《年初に確定している主な設備投資計画の内容》 

 

 

 

 

 

 

セグメント 会社名・事業所名 設備の内容 
金  額 
(百万円) 増 加 能 力 

加工食品事業 
㈱ニチレイフーズ 
森工場 

生産工場の増設 
（コロッケライン） 

１，３５０ 
日 産      24ｔ
延床面積   1,900 ㎡

 
㈱ニチレイフーズ 
関西工場 

ハンバーグ生産ライン
の増設 

５３２ 日 産      12ｔ

セグメント 会社名・事業所名 設 備 の 内 容 金  額 
(百万円) 

増 加 能 力 

加工食品事業 
Nichirei do Brazil 

Agricola Ltda.
生産工場の増設 ５５１ 日 産      90ｔ

低温物流事業 
㈱ニチレイ・ 

ロジスティクス九州
都城物流センター 

物流センターの増設 
(平成 18 年 10 月竣工予定)

９７４ 冷 蔵   7,146ｔ

 
㈱ロジスティクス・ 

ネットワーク
石狩物流センター(仮称) 

物流センターの新設 
(平成 18 年 11 月竣工予定)

２，０６９ 冷 蔵  11,413ｔ

キャッシュ・フロー

816

△ 15

△ 441

374

△ 620

△ 1,702

2,789

△ 2,322

△ 3,000

△ 2,000

△ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

前第１四半期 816 △ 441 374 △ 15

当第１四半期 △ 1,702 △ 620 △ 2,322 2,789

前期比 △ 2,518 △ 178 △ 2,697 2,804

営業ＣＦ 投資ＣＦ フリーＣＦ 財務ＣＦ

《単位：百万円》
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３．注意事項 

この第１四半期財務・業績の概況（連結）に記載されているニチレイの現在の計画、見通し、戦略などのうち、歴
史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであります。将来の業績に関する見通しは、将来の営業活動や業
績に関する説明における「確信」、「期待」、「計画」、「戦略」、「見込み」、「予測」、「予想」その他これらの類義語を用
いたものに限定されるものではありません。これらの情報は、現在において入手可能な情報から得られたニチレイの
経営者の判断に基づいております。実際の業績は、さまざまな重要な要素により、これらの業績見通しとは大きく異
なる結果となる場合があります。このため、これらの業績見通しのみに全面的に依拠して投資判断されることは、お
控えいただきますようお願いします。また、新たな情報、将来の事象、その他の結果にかかわらず、常にニチレイが
将来の見通しを見直すとは限りません。 

ニチレイグループの経営成績および財政状態等に重要な影響を与える可能性のあるリスクは以下のようなものがあ
りますが、業績に与えるリスクはこれらに限定されるものではありません。また、リスクや不確実な要素には、将来
の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響も含まれます。 

１．食品に関する衛生問題等によるリスク 
２．商品や原材料の価格変動のリスク 
３．商品回収のリスク 
４．固定資産および有価証券の保有リスク 
５．為替変動リスク 
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四半期連結財務諸表等

１　四半期連結貸借対照表 

Ⅰ
1 3,481 3,819 3,290
2 69,126 67,014 64,315
3 32,635 31,181 31,037
4 2,979 2,378 3,138
5 5,126 4,545 6,698

△ 314 △ 308 △ 295
113,036 108,630 108,185

Ⅱ
1

69,180
15,151
27,079

75
1,504 112,992 106,978 108,041

2
121

6,768 6,890 3,641 3,718
3

27,711
5,666
12,857

△ 1,291 44,944 46,816 48,555
164,827 157,436 160,316
277,863 266,067 268,501

Ⅰ
1 26,226 25,006 25,994
2 18,426 24,213 13,001
3 15,000 4,000 　　　－
4 7,369 2,827 1,645
5 10,000 　　　－ 10,000
6 17,199 18,057 19,254
7 1,559 973 3,505
8 9,045 9,683 9,664

104,826 84,761 83,064

Ⅱ
1 25,000 25,000 25,000
2 36,790 34,736 36,562
3 1,029 2,505 3,134
4 2,954 3,278 3,275
5 403 197 504
6 11,451 11,418 11,426
7 19 32 36
8 リース資産減損勘定 1,892 2,132 2,196
9 68 325 44

79,610 79,628 82,181
184,436 164,390 165,246

737 　　　－ 630

Ⅰ 30,307 － 30,307
Ⅱ 23,705 － 23,706
Ⅲ 34,115 － 39,627
Ⅳ 4,561 － 8,353
Ⅴ 229 － 890
Ⅵ △ 230 － △ 261

92,689 － 102,624
277,863 － 268,501

Ⅰ 株主資本
1 資本金 － 30,307 　　　－
2 資本剰余金 － 23,706 　　　－
3 利益剰余金 － 39,035 　　　－
4 自己株式 － △ 268 　　　－

株主資本合計 － 92,782 　　　－
Ⅱ 評価・換算差額等

1 その他有価証券評価差額金 － 7,255 －
2 繰延ヘッジ損益 － △ 90 －
3 為替換算調整勘定 － 1,140 －

評価・換算差額等合計 － 8,305 －
Ⅲ 少数株主持分 － 589 －

純資産合計 － 101,677 －
負債純資産合計 － 266,067 －

－

負債､少数株主持分及び資本合計

－

－

－
－

　－

－

－ 100.0 －

－
－

3.1
0.2

－

－ 38.2 － －

－

－
－

－
－

34.9

（純資産の部）

－

8.8

61.5

0.2

11.3

前 第 １ 四 半 期
連 結 会 計 期 間 末
（平成17年6月30日現在）

59.3

40.7

40.7

2.5

16.2

－

－
－
－
－

－

0.1

12.3

△ 0.1

資本剰余金
－

0.3

8.5

－

△ 0.1
38.2

100.0

37.7

28.7
66.4

3.1
14.8

（少数株主持分）

（資本の部）

資本金

0.3

10.9

利益剰余金

未払法人税等

繰延税金負債

連結調整勘定

社債

退職給付引当金

固定負債

長期借入金

固定負債合計

少数株主持分

役員退職慰労引当金

その他の固定負債

預り保証金

負債合計

区　　　　　　分

現金及び預金 529

金額（百万円）
構成比
（％）

構成比
（％）

金額（百万円） 金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）

貸倒引当金
流動資産合計

固定資産

流動資産

繰延税金資産
たな卸資産

その他の流動資産

受取手形及び売掛金

(1)
投資その他の資産

投資有価証券

(3) 土地

(5) その他の有形固定資産
無形固定資産

連結調整勘定
(2)

流動負債合計

繰延税金資産
その他の投資その他の資産

貸倒引当金

流動負債

(2)
(3)

（負債の部）

その他の流動負債

有形固定資産
建物及び構築物(1)

(2) 機械装置及び運搬具

建設仮勘定

100.0

その他の無形固定資産

14,537

40.2

1.4

17.6 18.1

34,580
1,627

未払費用

長期借入金(１年以内返済)
社債(１年以内償還)

固定資産合計

短期借入金
コマーシャルペーパー

支払手形及び買掛金

資産合計

(1)

△ 1,148

1,058
1,385

3,648
70

13,497

32,515

3,588

(4)
△ 24

△ 17

△ 1,062

△ 77△ 60

△ 1,739
△ 2,879
△ 2,434

5

19

349

△ 988
11,211

△ 1,826
△ 628

59.7
100.0

△ 2,531

30.6

3

30.9

－

△ 3

280
△ 2,553
△ 856

△ 307

1,696

    －

△ 10,000
△ 1,196

－

△ 63

△ 8

8

△ 2,064

4,000
1,182

△ 29

対 前 連 結 会 計
年 度 比 較

2,698
144

△ 185

△ 760
△ 2,153

増減額（百万円）

△ 13
444

前 連 結 会 計 年 度 の
要 約 連 結 貸 借 対 照 表
（平成18年3月31日現在）

64,973

40.3

△ 804

100.0

31.9

29.9

△ 1,143
59.2

－

－

100.0

61.8

当 第 １ 四 半 期
連 結 会 計 期 間 末
（平成18年6月30日現在）

1.4

1,360

53

64,168
14,351

40.8

40.2

その他有価証券評価差額金

－

－
－
－

33.4

1.6

資本合計

為替換算調整勘定
自己株式

－

26,095
1,002

1,597
13,846

－

　－

26,087
△ 55

 12
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２　四半期連結損益計算書

( ( (
) ) )

Ⅰ 116,309 113,275 △ 3,034 469,411

Ⅱ 93,672 91,300 △ 2,372 377,834

22,637 21,974 △ 662 91,577

Ⅲ

 1

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

 2

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

18,921 18,464 △ 457 75,563

3,715 3,510 △ 205 16,014

Ⅳ

 1

 2

 3

 4 566 588 22 2,749

Ⅴ

 1

 2

 3 682 668 △ 13 3,103

3,600 3,430 △ 169 15,660

Ⅵ

 1

 2

 3

 4

 5 16 66 50 6,629

Ⅶ

 1

 2

 3

 4

 5

 6 3,851 670 △ 3,180 9,151

　　－ 2,826 2,826 13,138

235 　　－ △ 235 　　－

61 1,434 1,373 6,746

16 　　－ △ 16 98

　　－ 2 2 　　－

　　－ 1,394 1,394 6,293

312 　　－ △ 312 　　－

－

1.9　　－ 　　－ 0.6 　　－ △ 82.6

－

－

314.8　　－

607

58

△ 231

88

22

△ 38

△ 56

△ 402

11

4

43

特別損失

税金等調整前四半期(当期)純損失

特別退職金

減損損失

固定資産売却損

固定資産除却損

投資有価証券売却益

貸倒引当金戻入益

487 2,150

支払利息

30,75916.3

特別利益

たな卸資産廃棄損

その他の営業外費用

固定資産売却益

経常利益

貸倒引当金繰入額

報酬・給料・賞与・手当

退職給付費用

福利費

持分法による投資利益

その他の営業外収益

受取利息

受取配当金

営業外費用

販売費及び一般管理費

営業外収益

その他の販売費

一般管理費

運送費･保管料

販売促進費

広告費

販売費

120

307

283

17

388

124

530

613

496

7,245

80.6

561

539

509

180

17

409

3,324

売上総利益 

売上高

売上原価

前 第 １ 四 半 期
連 結 会 計 期 間
自 平 成 17 年 4 月 1 日

区　         　分

至 平 成 17 年 6 月 30 日

金額(百万円)
百分比
(％)

投資有価証券評価損

44

　　－

　　－

3,575

事業所閉鎖損失

1,015

3,322

関係会社増資によるみなし売却益

－

少数株主利益

少数株主損失

四半期(当期)純利益

0.3

税金等調整前四半期(当期)純利益

272

72

510

金額(百万円)

477

3

65

3,713

当 第 １ 四 半 期

19.4

自 平 成 18 年 4 月 1 日

25

3.1

1,038

4,499

連 結 会 計 期 間

至 平 成 18 年 6 月 30 日

百分比
(％)

71

249

1,071

1,3570.5

0.0

1.2

－

－

3.3

3.3

　　－

4

970

53

　　－

0.1

3.0

△ 1

－

1.3

－

1.4

19.5

80.5

313

251

△ 261

△ 304

612

△ 15

前 連 結 会 計 年 度 の

自 平 成 17 年 4 月 1 日

至 平 成 18 年 3 月 31 日

金額(百万円)

要約連結損益計算書

百分比
(％)

0.0

2.8

15,821

19,058

3,896

3,822

0.6

3.4

93

2,421

132

－

285

2.5

68

1,439

530

285

183

　　－

1,158

2,212

68

1,541

505

1,374

販売手数料

その他の一般管理費

2,209

2,042

4,223

業務委託料

研究開発費

販売費合計 11,218

役員退職慰労引当金繰入額

通信費

減価償却費

連結調整勘定償却額

旅費・交通費

119

11,273

100.0

19.5

80.5

1,608

894

14

100.0

44,803

5,453

－

1.4

4,153

212

2,001

3,975

4,803

996

910

54

533

0

191

62

14

186

76

364

231

64

0.2

68

　　－

3.1

0.6

5

　　－

　　－

対 前 第 １ 四 半 期
連 結 会 計 期 間 比 較

△ 2.6

△ 2.5

△ 2.9

増減額(百万円)
増減率
（％）

47

8

289

0.0

一般管理費合計 7,648

3.2

16.3

営業利益

賃借料

253

16.1

△ 17

0.5

0.71,40260

327

0.6

100.0

△ 3,391

△ 2.4

△ 5.5

3.9

53

13,519

1,063

△ 0

－

－

－

△ 39

－

△ 46

△ 54

2

△ 269

△ 6

△ 2.0

△ 4.7

△ 33

△ 103

　　－

21

△ 5

31

△ 73

13

－

法人税等 1.30.1

0.0

－

四半期(当期)純損失

52関係会社株式売却益 1 　　－

 13
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３　四半期連結剰余金計算書および四半期連結株主資本等変動計算書

四半期連結剰余金計算書

Ⅰ資本剰余金期首残高

Ⅱ資本剰余金増加高

自己株式処分差益

Ⅲ資本剰余金四半期末(期末)残高

Ⅰ利益剰余金期首残高

Ⅱ利益剰余金増加高

四半期(当期)純利益

Ⅲ利益剰余金減少高

1 四半期(当期)純損失

2 配当金

3 役員賞与

4 在外連結子会社の会計基準変更に

よる減少額

Ⅳ利益剰余金四半期末(期末)残高

四半期連結株主資本等変動計算書

当第１四半期連結会計期間（自　平成18年4月1日　至　平成18年6月30日）

平成18年3月31日残高（百万円）

四半期連結会計期間中の変動額

剰余金の配当

役員賞与

四半期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

平成18年6月30日残高（百万円）

312 － 

23,705 23,705

資本金

株主資本

利益
剰余金

自己株式
株主資本
合計

資本
剰余金

1,140 8,305 589 101,677

△ 938 △ 41 △ 1,577

30,307 23,706 39,035 △ 268 92,782 7,255 △ 90

△ 598 △ 1,098 △ 90 250－ 0 △ 591 △ 6

250 △ 938 △ 41 △ 979

△ 124

－ △ 1,098 △ 90

△ 124△ 124

0

△ 7

0 0 0

1,394

△ 7 △ 7

△ 1,861

1,394 1,394

△ 1,861 △ 1,861

630 103,25530,307 23,706 39,627 △ 261 93,380 8,353 － 890 9,243

35,495

23,705 23,706

35,495

39,627

1,380 2,160

6,293－ 

0 0 1 1

6,293

162

34,115

株主資本以外の項目の四半期
連結会計期間中の変動額(純額)

四半期連結会計期間中の変動額
合計（百万円）

金額(百万円）

931

135

－ 

－ 

純資産
合計

前第１四半期連結会計期間
前連結会計年度の
連結剰余金計算書

(自　平成17年4月 1日 
 至  平成17年6月30日)

(自　平成17年4月 1日 
 至  平成18年3月31日)

金額(百万円）

1,862

135

為替換算
調整勘定

評価・
換算差額
等合計

評価・換算差額等

少数株主
持分

その他
有価証券
評価

差額金

繰延
ヘッジ
損益

区　　　　　分

（資本剰余金の部）

（利益剰余金の部）

14
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４　四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前 連 結 会 計 年 度 の

連結ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ計算書

（自　平成17年4月 1日 （自　平成18年4月 1日 （自　平成17年4月 1日
　至　平成17年6月30日） 　至　平成18年6月30日） 　至　平成18年3月31日）

金額（百万円） 金額（百万円） 増減額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ
1　 税金等調整前四半期(当期)純利益 － 2,826 2,826 13,138
2　 税金等調整前四半期(当期)純損失 △ 235 － 235 －
3　 減価償却費 2,628 2,229 △ 399 10,775
4　 減損損失 3,575 183 △ 3,391 4,153
5　 貸倒引当金の増加額(△減少額) 62 10 △ 52 △ 39
6　 退職給付引当金の増加額(△減少額) △ 432 7 440 △ 334
7　 前払年金費用の減少額(△増加額) 860 △ 428 △ 1,288 △ 53
8　 持分法による投資利益 △ 76 △ 120 △ 43 △ 1,071
9　 固定資産除却損 26 82 56 365

10　 事業所閉鎖損失 － 246 246 1,213
11　 投資有価証券評価損 － 68 68 －
12　 関係会社増資によるみなし売却益 － － 　　－ △ 58
13　 受取利息及び受取配当金 △ 200 △ 217 △ 16 △ 320
14　 支払利息 364 307 △ 56 1,374
15　 固定資産売却損（△売却益） 222 △ 61 △ 284 △ 3,032
16　 投資有価証券売却益 － － 　　－ △ 970
17　 関係会社株式売却益 △ 1 － 1 △ 52
18　 売上債権の増加額 △ 5,072 △ 2,622 2,450 △ 139
19　 たな卸資産の減少額(△増加額) 381 △ 183 △ 565 1,624
20　 仕入債務の増加額(△減少額) 1,658 △ 990 △ 2,648 1,431
21　 その他 △ 984 470 1,454 △ 704

　　小計 2,777 1,810 △ 967 27,297
22　 利息及び配当金の受取額 252 596 344 525
23　 利息の支払額 △ 442 △ 266 175 △ 1,355
24　 法人税等の支払額 △ 1,770 △ 3,842 △ 2,071 △ 2,583

営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ
1　 有形固定資産の取得による支出 △ 861 △ 1,798 △ 936 △ 4,564
2　 有形固定資産の売却による収入 602 71 △ 530 8,500
3　 投資有価証券の取得による支出 △ 72 △ 6 65 △ 682
4　 投資有価証券の売却による収入 75 219 143 1,695
5　 短期貸付金の純減少額(△純増加額) △ 3 20 24 △ 77
6　 長期貸付金の回収による収入 1 0 △ 0 3
7　 その他 △ 183 872 1,055 △ 1,211

投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ 
1　 短期借入金の純増加額(△純減少額) 2,215 11,145 8,929 △ 3,266
2　 ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰの純増加額(△純減少額) － 4,000 4,000 △ 15,000
3　 長期借入れによる収入 － － 　　－ 800
4　 長期借入金の返済による支出 △ 1,513 △ 657 855 △ 8,271
5　 社債の償還による支出 － △ 10,000 △ 10,000 －
6　 配当金の支払額 △ 790 △ 1,698 △ 907 △ 1,864
7　 その他 73 0 △ 72 42

財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ 35 62 26 215

Ⅴ 394 529 134 203

Ⅵ 3,087 3,290 203 3,087

Ⅶ 3,481 3,819 337 3,290

対 前第 １四 半期
連結会計期間比較

現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高  

△ 620

2,789

現金及び現金同等物の期首残高

財務活動によるキャッシュ・フロー

△ 15

区　　　　分

△ 1,702

営業活動によるキャッシュ・フロー

前 第 １ 四 半 期
連 結 会 計 期 間

当 第 １ 四 半 期
連 結 会 計 期 間

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加額

816 △ 2,518

△ 441 △ 178

投資活動によるキャッシュ・フロー

23,883

3,663

△ 27,5592,804
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四半期財務情報の作成等に係る事項 

1 会計処理の方法における簡便な方法 

(1)税効果会計 

①当社、㈱ニチレイフーズ、㈱ニチレイフレッシュ、㈱ニチレイロジグループ本社、㈱ニチレイバイオサ

イエンス、㈱ニチレイプロサーヴ 

原則法を適用しておりますが、重要性がない一時差異については申告調整の対象外としております。 

②その他の連結子会社 

前連結会計年度末に計上した繰延税金資産および繰延税金負債をそのまま計上しております。 

ただし、当第１四半期連結会計期間において、繰延税金資産の回収可能性に重大な問題が生じた場合は、

繰延税金資産を取り崩すこととしております。 

 

(2)税金費用（法人税、住民税及び事業税）の計算 

①当社、㈱ニチレイフーズ、㈱ニチレイフレッシュ、㈱ニチレイロジグループ本社、㈱ニチレイバイオサ

イエンス、㈱ニチレイプロサーヴ 

当第１四半期連結会計期間の課税所得の計算上、申告調整金額に重要性のないものは申告調整の対象外

としております。 

②その他の連結子会社 

税金等調整前四半期純利益に対し当連結会計年度における法定実効税率を乗じて算出しております。 

 

2 会計処理の変更 

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準） 

当第１四半期連結会計期間から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準(企業会計基準委員会 

平成17年12月９日 企業会計基準第５号)」および「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適

用指針(企業会計基準委員会 平成17年12月９日 企業会計基準適用指針第８号)」を適用しております。 

なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額は101,178百万円であります。 
 

3 追加情報 

（役員退職慰労引当金） 

当社は、平成18年５月９日開催の取締役会において役員退職慰労金制度の廃止を決議するとともに、平成

18年６月27日開催の定時株主総会において、本総会終結時に在任する役員に対して、これまでの在任期間に

応じた退職慰労金を各役員の退任時に支給することが承認可決されました。これにより、当社の「役員退職

慰労引当金」(277百万円)を全額取り崩し、固定負債の「その他の固定負債」に含めて表示しております。 

なお、国内連結子会社については、役員および執行役員の退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づ

く当第１四半期連結会計期間末要支給額を従来通り計上しております。 

 

4 連結および持分法の適用範囲の異動 

連結子会社の異動 

(新規設立による増加 2社) 

㈱ニチレイフーズダイレクト、㈱ＮＫトランス 

(合併による減少 1社) 

㈱ニチレイフーズ・プロ 

 



株式会社ニチレイ【平成 19 年 3 月期 第１四半期財務・業績の概況（連結）】 

17 

セグメント情報 

1  事業の種類別セグメント情報 

前第１四半期連結会計期間（自 平成17年4月1日 至 平成17年6月30日） 

 加工食品 

(百万円) 

水 産 

(百万円) 

畜 産

(百万円)

低温物流

(百万円)

不 動 産

(百万円)

そ の 他

(百万円)

計 

(百万円) 

消 去
または全社
(百万円) 

連 結

(百万円)

45,113 21,109 20,028 26,695 1,765 1,598 116,309 － 116,309
売   上   高 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セ グ メ ント 間の 内 部 

売 上 高 また は振 替 高 
226 660 949 4,050 312 794 6,994 (6,994) －

計 45,339 21,770 20,978 30,746 2,077 2,393 123,304 (6,994) 116,309

営    業    費    用 43,797 22,257 20,796 29,383 807 2,320 119,362 (6,768) 112,593

営業利益または営業損失(△) 1,541 △ 487 182 1,362 1,270 72 3,942 (  226) 3,715

 
当第１四半期連結会計期間（自 平成18年4月1日 至 平成18年6月30日） 

 加工食品 

(百万円) 

水 産 

(百万円) 

畜 産

(百万円)

低温物流

(百万円)

不 動 産

(百万円)

そ の 他

(百万円)

計 

(百万円) 

消 去
または全社
(百万円) 

連 結

(百万円)

45,382 17,478 19,260 28,759 1,393 1,000 113,275 － 113,275
売   上   高 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セ グ メ ント 間の 内 部 

売 上 高 また は振 替 高 
189 457 820 3,942 339 832 6,581 (6,581) －

計 45,572 17,935 20,081 32,701 1,733 1,832 119,856 (6,581) 113,275

営    業    費    用 44,287 18,222 19,917 31,151 806 1,863 116,250 (6,485) 109,764

営業利益または営業損失(△) 1,284 △ 287 163 1,549 927 △ 30 3,606 (   95) 3,510

（注）1 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 
2 事業別の主な事業内容および主要な製品の名称 

加 工 食 品      ：冷凍食品・レトルト食品・缶詰・飲料・包装氷・ウェルネス食品の製造・加工・販売 
水 産      ：水産品の加工・販売 
畜 産      ：畜産品の加工・販売 
低 温 物 流      ：輸配送サービスの提供、物流コンサルティング、配送センター機能の提供、低温保管、流通 

加工、凍氷の製造・販売、建築工事・設計 
不 動 産      ：宅地の分譲、オフィスビル・駐車場の賃貸、不動産の管理 
そ の 他      ：診断薬・化粧品原料の製造・販売、蘭の生産・販売、財務・経理・人事・総務サービス、 

保険代理店、畜産物の加工・販売 
 

前連結会計年度（自 平成17年4月1日 至 平成18年3月31日） 

 加工食品 

(百万円) 

水 産 

(百万円) 

畜 産

(百万円)

低温物流

(百万円)

不 動 産

(百万円)

そ の 他

(百万円)

計 

(百万円) 

消 去
または全社
(百万円) 

連 結

(百万円) 

183,904 78,856 80,984 111,650 8,583 5,431 469,411 － 469,411
売   上   高 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セ グ メ ント 間の 内 部 

売 上 高 また は振 替 高 939 2,211 3,657 15,427 1,438 3,299 26,975 (26,975) －

計 184,844 81,068 84,641 127,077 10,022 8,731 496,386 (26,975) 469,411

営    業    費    用 179,390 82,728 84,331 121,252 3,875 8,673 480,251 (26,854) 453,397

営業利益または営業損失(△) 5,454 △ 1,659 309 5,825 6,146 58 16,135 (   121) 16,014

 

2  所在地別セグメント情報 

前第１四半期連結会計期間（自 平成17年4月1日 至 平成17年6月30日）、当第１四半期連結会計期間（自 平成
18年4月1日 至 平成18年6月30日）および前連結会計年度（自 平成17年4月1日 至 平成18年3月31日） 
 
全セグメントの売上高の合計額に占める本邦の割合がいずれも90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 

 
3  海外売上高 

前第１四半期連結会計期間（自 平成17年4月1日 至 平成17年6月30日）、当第１四半期連結会計期間（自 平成
18年4月1日 至 平成18年6月30日）および前連結会計年度（自 平成17年4月1日 至 平成18年3月31日） 
 
海外売上高がいずれも連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 
以  上 


